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( 1 ) この報告の概要は昭和十年一及び同十一年度日本数拳物理事舎の年合に於いて君主表した。
(170 ) 
空中電位傾度の時間的微細事量化の1腕olJ
であって， とれ らの検読を~へて初めて賓際の昼中電場に於け る槻測結巣について議論し
得るのである。我 kの使用した各種装置を試験した結果は失のili!りであった。
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との装置により貰際の昼中電場に於いて観測し叉貫験室内に設けたる定電位の場所に於
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定電位(風速強化)， ラヂす トリウム蒐電器，電位計 NO.2
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。に閲する次の式
。+2EO + ll~O =外カ
乙の蒐電器の動作は般符に云へば不連続的であるが，主主では筒I思のため連綴的に動作す
るものと考へた。
?? ?? ???， ，? ? 、
???， ，?、
空中電位傾度の時間的微細型軽イヒの観測j
によって規定されるもので，賓際は夫k 曲線 1の献態マ観測したと とが多いcとれらの固か
ら明かた如く昼中電位傾度に週則1秒近傍の著しい費化があれば充分観測し得る筈である。
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